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|町の動き I(10月1日現在) 人口10，634人(+9) 男子5，022人(+10) 女子5，612人(-1) 世帯数3，441戸(+7l 
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補
正
総
額

9月27日

29日

-・圃・・・・

億
-・・圃・・・

千
四
百
四
万
五
千
円

川
筋
農
道
・
河
崎
水
路
工
事
請
負
費
な
ど

平
成
六
年
度
の
九
月
定
例
町
議

会
は
、
九
月
二
十
七
日
開
会
し
、

平
成
六
年
度
補
正
予
算
な
ど
十
三

議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。
平
成

五
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
特

別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い

て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
九
月

二
十
九
日
閉
会
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

川
筋
農
道
、
河
崎
水
路
工
事
な

ど
、
総
額
一
一
回
、

O
四
五
千
円

の
補
正
総
額
と
な
り
ま
し
た
。

自受

計

A

一
A

補
正
総
額

一
O
六
、
九
六
四
千
円

累
計
総
額
四
、
四
二
九
、

O
八
六
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
横
灘
団
地
広
報
マ
イ
ク
整
備
事

業
補
助
金
一
、
三
七
五
千
円

。
特
産
裸
麦
作
付
拡
大
事
業
補
助

金

三
、
五
五
一
千
円

。
水
田
営
農
強
化
対
策
事
業
補
助

金
(
則
之
内
地
区
)
三、

0
0
0
千
円

。
川
筋
農
道

・
河
崎
水
路
設
計
委

託
料
、
工
事
請
負
費

四
九
、
五

C
O
千
円

。
圃
場
整
備
事
業
(
則
之
内
地
区
、

和
田
丸
地
区
)

二
、
六
五
二
千
円

。
干
ば
つ
対
策
補
助
金

五、

0
0
0
千
円

。
林
道
相
之
谷
線
開
設
工
事

一
九
、
七

O
O
千
円

。
温
泉
整
備
事
業
(
電
気
仮
設
工

事
、
源
泉
地
フ
ェ
ン
ス
工
事
)

一
、
三

O
O
千
円

。
重
信
道
路
(
斉
院
ノ
木

1
川
内

イ
ン
タ
ー
間
)
開
通
式
負
担
金

一
、
二

C
C
千
円

。
川
上
小
学
校
整
備
事
業
(
中
庭

池
、
温
室
等
)
三
、
九

O
O
千
円

一2

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

出
産
一
時
金
等
で
補
正
総
額
は
、

一一、

三
八
三
千
円

累
計
総
額
六
七
六
、

三
八
三
千
円

簡
易
水
道
特
別
会
計

施
設
整
備
に
係
る
工
事
請
負
費

等
で
補

E
総
額
は四、

六
九
八
千
円

累
計
総
額
二

O
三、

三
一九

一
千
円

般
議
案

O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
に
、
上
砂
の
山
本
ア
ツ
子
さ

ん
を
任
命
す
る
た
め
の
同
意
を
求



め
た
も
の

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
子
供
が
健
や
か
に
生
ま
れ

育
つ
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

助
産
費
に
代
え
出
産
育
児

一
時
金

の
創
設
等
の
改
正
を
行
う
も
の

O
平
成
五
年
度
川
内
町
一
般
会
計

友
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
、
簡
易
水
道
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託

し
審
査
す
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
委
員
に

山
本
ア
ツ
子
さ
ん

幸反

とビ
Cコ

O
産
業
建
設
常
任
委
員
会
審
査
報

告
(
辰
之
口
水
路
の
改
善
対
策

に
つ
い
て
)
議
員
発
議

O
寄
附
金
等
を
拒
百
す
る
決
議

自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
事
情

が
厳
し
い
お
り
、
右
翼
団
体
等
の

寄
附
金
、
賛
助
金
、
広
告
料
、
機

関
紙
購
読
料
等
を
自
治
体
に
要
求

川
内
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員

樋
口
妙
子
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴

う
新
し
い
教
育
委
員
に
、
平
成
六

年
十
月
一
目
、
上
砂
の
山
本
ア
ツ

子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
十
年
九
月
ま
で
。

略
歴
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ

住

所

南

方

上

砂

マ
略
歴
川
内
町
婦
人
会
長
、

社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
、
同
和
教
育
推
進

委
員
、
幼
稚
園
問
題
検
討
委
員

会
委
員
な
ど
を
務
め
る
。

す
る
行
為
が
み
ら
れ
る
。
川
内
町

議
会
は
、
こ
れ
ら
の
い
わ
れ
の
な

い
寄
附
金
等
の
要
求
に
は
一
切
応

じ
ず
、
住
民
に
信
頼
さ
れ
、
明
る

く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
実
現
の
た

め
に
決
意
を
表
明
し
た
も
の
。

O
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

平
成
五
年
度
川
内
町
一
般
会
計

並
び
に
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保

健
、
簡
易
水
道
の
各
特
別
会
計
の

決
算
認
定
に
係
る
審
査
を
行
う
た

め
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

す
る
も
の選

任

。
決
算
審
査
特
別
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

決
算
審
査
特
別
委
員
が
次
の
と

お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

-

妻

鳥

尭

淳

議

員

・

宇

和

川

光

雄

議

員

・

成

川

耕

造

議

員

・

松

本

量

議

員

・
池

川

良

議

員

・

黒

川

房

議

員

・

竹

内

衛

議

員

・

梅

崎

進

議

員
頼亀 守

十
一
月
九
日
j
十
五
日

「
安
心
の
暮
ら
し
の
中
心
火
の
用
心
」

十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
発
生
物
を
置
か
な
い

し
や
す
い
季
節
で
す
。

$

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

今
年
も
十
一
月
九
日
制
か
ら
十
を
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

五
日
刷
ま
で
「
安
心
の
暮
ら
し
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

の
中
心
火
の
用
心
』
を
統
一
標

語
に
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
町
で
も
、
十
一
月
十
三
日
間

を
川
内
町
の
防
火
デ
ー
と
し
て
、

川
内
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
防
火
訓

練
を
行
う
ほ
か
、
地
区
ご
と
に
消

防
団
員
に
よ
る
各
家
庭
の
火
器
点

検
や
、
広
報
車
に
よ
る

P
R
活
動

な
ど
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

火
災
予
防
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

也
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い

也
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い

任
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

十
一
月
九
日
は

「
一
一
九
番
の
日
』
で
す
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川
内
町
ふ
る
さ
と
申つ
く
り

推
進
事
業
に
参
加
し
よ
う
ノ
・

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
は
、

二
十

一

世

紀

の

川

内

町

を

築

く

査

研

究

、

研

修

等

た
め
の
住
民
活
動
や
住
民
の
学
習
活
動
を
支
援
し
、
町
の
将
来
を
担
ニ
産
業
振
興
及
び
産
業
活
性
化

う
人
輸
つ
く
り
ゃ
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の

目
的
に
平
成
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
七
年
度
に
事
業
開
催
事
業

実
施
を
希
望
す
る
団
体

・
個
人
を
広
<
町
内
か
ら
募
集
し
ま
す
。

ホ
そ
の
他
、
町
長
が
特
に
必
要

事

業

の

内

容

は

、

次

の

と

お

り

で

す

。

と

認

め

る

産

業

振

興

事

業

③
郷
土
文
化
保
存
伝
承
事
業

ふ
る
さ
と
の
文
化
や
伝
統
行
事

等
を
保
存
、
伝
承
及
び
、
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る

行
事
な
ど
の
開
催
等

④
自
ら
行
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

。
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

団
体
、
個
人
を
間
わ
ず
、
採
択

基
準
に
当
て
は
ま
る
住
民
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

。
補
助
限
度
額

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
0

0
申
込
期
限

平
成
六
年
十

一
月
三
十
日

。
提
出
先
及
び
間
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
企
画
係

金
六
六
|
一

一一
一一一二

(
内
線
二
八
)

有
線
一
一

一
一一

〈
採
択
基
準
〉

ふ
る
さ
と
、
、
つ
く
り
推
進
事
業
と

し
て
は
、
そ
の
事
業
が
、
地
域
に

根
付
い
た
活
力
や
資
源
を
活
用
し

て
、
自
主
的
な
学
習
や
活
動
を
通

じ
て
の
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

潤
い
と
活
力
の
あ
る
川
内
町
の
町

づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る

事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

川
内
町
が
二
十

一
世
紀
に
向
け

て
発
展
す
る
た
め
に
、
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人
の
学
習
活

動
、
研
修
会
、
現
地
研
修
等

②
産
業
育
成
振
興
事
業

生
産
活
動
の
向
上
、
経
営
の
安

定
化
、
就
業
の
促
進
等
が
図
れ
る

次
の
よ
う
な
事
業

イ
特
産
品
の
試
作
、
開
発
等
の

調
査
研
究

ロ
新
規
品
種
の
導
入
、
新
技
術

経
営
導
入
等

ハ
経
営
技
術
向
上
の
た
め
の
調

業地
域
、
団
体
等

(
概
ね
十
名
以

上
の
恒
常
的
な
組
織
等
)
の
創
意

と
工
夫
に
基
づ
く
自
主
的
な
諸
活

動
に
よ
る
快
適
な
生
活
環
境
の
実

現
と
、
活
力
あ
る
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
づ
く
り
等

⑤
ふ
る
さ
と
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
事
業

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
イ
ベ
ン
ト

又
は
行
事
と
し
て
、
地
域
の
活
性

化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ε

つ
く
り
に
寄

与
す
る
よ
う
な
行
事

⑥
地
域
間
交
流
事
業

新
し
い
時
代
の
潮
流
で
あ
る
国

際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
、
そ
し

て
都
市
化
の
進
行
に
対
し
た
ふ
る

さ
と
ε

つ
く
り
に
寄
与
す
る
地
域
聞

の
交
流
、
そ
し
て
、
姉
妹
町
の
き

ず
な
を
さ
ら
に
深
め
姉
妹
町
相
互

の
発
展
と
友
好
に
寄
与
す
る
交
流

-4-

川内町ふるさとづく り推進事業補助金の手続き

補助を希望される方 町

伍計画書の提山〆/イ (2) 事業採択、通知

喧補助申椙提出/ノ ④ 審査、決定、通知

@実績報告書提出 ⑥ 審査、補助額決定、通知

生補助金請求書提出/て ⑧ 補助金交付
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一保制度の改正

助産費24万円か

出産育児一時金30万円ヘJ

近
年
、
出
生
率
の
低
下
に
伴
う

少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
子
供
が

一
一
層
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
医
療
保

険
制
度
に
お
い
て
も
出
産
・
育
児

に
つ
い
て
の
支
援
を
充
実
し
よ
う

と
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、
川
内
町

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
も
十
月

一
日
か
ら
従
来
の
助
産
費
に
代
え

出
産
育
児

一
時
金
を
創
設
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

出
産
前
後
の
諸
経
費
の
家
計
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
被
保
険

者
が
出
産
し
た
と
き
の
現
金
給
付

に
つ
い
て
、
従
来
の
助
産
費
(
二

十
四
万
円
)
に
代
え
、
育
児
費
を

加
味
す
る
出
産
育
児

一
時

金

(
三

十
万
円
)
を
支
給
し
大
幅
に
充
実

さ
れ
ま
し
た
。

出
産
育
児

一
時
金
は
、
十
月
一

日
以
降
の
出
産
に
つ
い
て
支
給
対

象
と
な
り
ま
す
。

川
内
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
が
子
供
を
出
産
さ
れ
た
場
合

は
、
役
場
福
祉
課
保
険
係
へ
お
届

け
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役

場
福
祉
課
保
険
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
合

⑮

一一二

三

一

有
線

二
一

二
三

入院をされている皆さんヘ

食事負担金の減額の申請手続きのご案内

医療保険制度の改正により入院と在宅等の負担の公平化を図るため、本年10月l日から入院

中の患者さんには、診療や投薬等の医療費に係る一部負担金と入院中の食事に係る一部負担金

とを医療機関の窓口でお支払いいただくことになります。

入院中の食事についてご負担いただく金額は次のとおりです。

(なお、この負担額は高額療養費制度の対象にはなりません。)

入
院
時
の
食
事
負
担
金

一
日
に
つ
き
六

O
O
円

た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
食
事

負
担
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

④
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方
で
、

標
準
負
担
金
額
の
減
額
認
定
を

受
け
て
い
る
場
合

一
日
に
つ
き
四
五

O
円

※
過
去

一
年
間
の
入
院
日
数
が

卯
日
(
平
成
六
年
十
月
一
日

以
降
の
も
の
に
限
る
)
を
超

え
て
い
る
場
合

一
日
に
つ
き
三

O
O円

②
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方
で

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
場
合一
日
に
つ
き
二

O
O円

右
記
の
減
額
対
象
の
老
人
保
健

受
給
者
及
び
国
保
加
入
者
の
方
で

現
在
入
院
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

役
場
福
祉
課
保
険
係
に
て
減
額
認

定
申
請
の
手
続
き
を
早
急
に
行
い
、

認
定
証
の
交
付
を
受
け
医
療
機
関

へ
認
定
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

(
申
請
手
続
き
に
、
必
要
な
も
の
)

老
人
保
健
受
給
者
の
方

印
鑑
、
受
給
者
証
、
健
康
保
険
証

川
内
町
田
保
加
入
の
方

印
鑑
、
健
康
保
険
証

見 主 場 日 おブそ一寸
ど りユ二の税年今め 11 

く句，
イ謹 所 時

周庭ア を 内開催案

式子
ι白

b ろ ま環知も 、ワ
て ての金の 松松高南い ー 松Fl11 さっとるイ つ し
:J:，'川い写真 で金松山 館よ番山閃)月 れやし週 一 まス のり内る で市税山税税問 4 て地 l湊liま 16 ままて L間ー 月
ま回r0 がき町 務署 階つ ー で日 す' かが十 つつ 干見
す出も 展た村務 局設d特ZLI そ II!Tの体j

。カf タ やエ 金
。 示施か署会的式' ご 五 6 か

次 ッ問ぬム 日
まア

獲さ設生TSYE ら う丁日ら のクまり か 11 展
しれ税内 場 日間 21 とス、ら

-5-



ト取材メ-四国縦貫自動車道

[1~'ù&函翁日明白』

~\)&~\)&日司U~圃両日
~高速新時代~

8・.

十
月
四
日
の
朝
刊
に
「
四
国
縦

貫
自
動
車
道
い
よ
西
条
l
川
内
聞

い
よ
い
よ
十
一
月
十
六
日
開
通
」

の
記
事
が
載
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
公
団
の
事
務
所
へ

担
当
を
通
し
て
取
材
の
申
込
み
を

し
た
と
こ
ろ
、
開
通
日
を
公
表
し

た
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
事
務
所

は
て
ん
て
こ
舞
い
の
様
子
。

し
か
し
、
な
ん
と
か
翌
日
の
十

月
五
日
に
取
材
を

O
K
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
は
、
公
団
の
担
当
の
方
に

案
内
し
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
高

速
道
路
の
中
へ
入
り
ま
し
た
。

料
金
所
か
ら
保
免
を
通
り
、
則

之
内
ト
ン
ネ
ル
(
三
四
八

m)
を

抜
け
る
と
永
野
高
架
橋
が
見
え
て

き
た
。
今
ま
で
、
橋
脚
を
下
か
ら

見
上
げ
る
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
今

日
は
、
車
で
走
っ
て
い
る
。
開
通

直
近
を
し
み
じ
み
感
じ
な
が
ら
、

ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
道
を
=
一
軒
屋
へ

と
進
む
。
高
架
を
過
ぎ
、
工
事
箇

所
、
工
事
車
両
を
縫
う
よ
う
に
進

む
と
桜
三
里

P
A
に
出
た
。

将
来
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
と

し
て
活
用
さ
れ
る
が
、
開
通
時
に

は
供
用
で
き
な
い
と
い

う
。
こ
の
桜
三
里

P
A

よ
り
先
は
残
念
な
が
ら

工
事
中
の
た
め
立
ち
入

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
開
通
直
近
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
た
取
材

で
し
た
。

圃・司園田理罵腰悪習烹士II1IIτ」
Iー~事lvzp-4レζ孟逗!!Ii戸1
11三=三 一一 九 ii- 弓ミミ司
IlI!!!!:iiiiii 

開
通
十
日
前
の
十
一

月
六
日
間
に
は
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

概
要
を
次
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

-6 



税事室担動車道fいよ西条一111内J:プレ高~~さお
をぶ

ルセn色 Lι+川市
____Lcaa~ ...， ~~ TU包#IIr週一
主催/川内町共催/南海放送協力/日本道路公団・建設省

平成6年11月6日(日)
・受付/AM7:30 ・スタート/AM8:30
・会場/川内インターチェンジ及び高速自動車道

O

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

-
自
衛
隊
ド
リ
ル
演
奏

・
東
谷
、
川
上
、
西
谷
各
小
学
校
の
生

徒
に
よ
る
合
唱

-
川
内
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

O

ハ
イ
ウ
ェ
イ
ク
イ
ズ
ウ
オ
ー
ク

川
内

I
C
か
ら
桜
三
里

P
A
を
折
り
返

す
8
凶

(
二
里
)
ゴ

l
ス

三
O
O
m
ご
と
に
ク
イ
ズ
全
四

O
問

。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
記
念
撮
影
会

ク
イ
ズ
ウ
ォ

l
ク
参
加
者
対
象

O

ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

一
里

(
4
M
)
コ
l
ス

.
二
里

(
8
M
)
コ
l
ス

.
三
里
(
ロ
同
)
コ

l
ス

0

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

P
K
大
会
、
太
鼓
競
演
(
川
内
中
学
校
、

北
方
獅
子
舞
、
久
万
山
五
神
太
鼓
)
な
ど

こ
の
他
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
大
抽
選
会
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
総
務
課

「
と
お
り
ゃ
ん
せ
川
内
」
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
⑮
一
一
一
一

一
一二

一7

有
線



力メ5
レポ'-1--

‘町長、ガリラヤ荘1日施設長に

9月21日、森町長カfガリラヤ荘の 1日

お年寄りとなごやかに懇施設長になり、

設しました。

hv借
り
物
競
争
な
ら
ぬ
借
り
人
競
争

(
東
山
〈
口
小
学
校

)

9

/

お

⑧ ⑨ ⑧ 

4
司
キ
マ
ッ
タ
I
M
F

(
西
火
口
小
学
校
)

9
/お

h

，
鼻
血
な
ん
か
な
ん
の
そ
の

(
川
上
小
学
校
)

9

/

お

8 

企ハラハラドキドキ組体操

(川内中学校 9/18



v第14回川内町獅子舞競演会砂

今年も恒例の獅子舞競演会が10月8日、中央

公民館前で開催されました。

昨年の田窪保存会(重信町)に続き、今年も水

泥町保存会(松山市)の参加を得て、 9団体が演

技を披露しました。

北方獅子舞保存会の二羽獅子

祭りの中の運動会砂

秋祭りの10月9日、滑川では、ミ二

運動会が開催されました。

子供から、お年寄りまで参加しての

本当に楽しい、なごやかな運動会でし

た。昼食では、大なべで作ったいもた

きをみんなでいただきました。

-9 

水泥町保存会のフミワケ

4西谷小学校稲刈り

10月1日に西奇小学校で稲刈りが行わ

れました。

一束、一束、ていねいに刈り取ってゆ

きました。少し、時間はかかりましたが、

子供たちは、がんば、りました。

しかし、それ以上にがんばっていたの

は、先生と PTAでした。



川上・東谷・西谷

幼稚園児募集

11月1日から受付

平成7年度川
上
・
東
谷
・
西
谷
幼
稚
園
の

入
園
願
書
の
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
期
日
ま
で
に
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

口
入
国
該
当
児

平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら
平

成

3
年

4
月

1
日
生
ま
れ
の

4

歳
児平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

5

歳
児

口
募
集
期
間

口
月
1
日
山
か
ら
日
月
刊
日

嗣
ま
で

口
申
込
方
法

入
国
願
書
そ
の
他
関
係
書
類

を
該
当
児
の
ご
家
庭
に
お
届
け

し
ま
す
。
入
国
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
日
月
1
日

ωか
ら
日
月

刊
日
耐
の
聞
に
各
幼
稚
園
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
国
通
知

・
保
育
時

間
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
幼
稚
園
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
連

絡
し
ま
す
。

入
国
申
込
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
各
幼
稚
園
へ
。

古
川
上
幼
稚
園
含
⑮
三
七
五
五

(
有
線
)
五

二
五
三

女
東
谷
幼
稚
園
合
⑮
三
七

O
八

(
有
線
)
二
五
三
二

大
西
谷
幼
稚
園
含
⑮
二
O
八
八

(
有
線
)

二
二

O
七

平成7年度

保育園

児募集

12月1日から受付

川内

入園

口
入
国
資
格

町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
幼
児
で
、
母
親
が
職
業
を
持

っ
て
い
た
り
、
妊
娠
中
で
あ
る

か
出
産
後
間
も
な
い
場
合
。
疾

病
等
の
状
態
に
あ
る
同
居
の
親

族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
な
ど

の
た
め
家
庭
に
お
い
て
保
育
に

欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
等
。

(
一
歳
半
以
上
)

口
申
込
方
法

ロ
月
1
日
か
ら
来
年
1

月
比
日
ま
で
の
聞
に
役

場
福
祉
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

入
所
申
請
書
等
申
し
込
み
に

必
要
な
書
類
は
、
福
祉
課
で
受

け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

口
入
国
通
知

面
接
な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
後
、
入
国
通
知
を
し
ま
す
。

(
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

4
月

に
通
知
し
ま
す
)

口
保
育
時
間

午
前

8
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

た
だ
し
、
町
長
が
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
午

前
7
時
却
分
か
ら
午
後
6
時
ま

で
預
か
り
ま
す
。
(
土
曜
日
は

午
後
l
時
ま
で
と
し
ま
す
)

口
入
園
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

安
役
場
福
祉
課
含
⑮
二
二
二

二

(
有
線
)

一
二

三
一一一

合(⑪
二
二
八
八

(
有
線
)
三
三
五
二

大
保
育
園

愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
明

松
山
地
方
大
会
結
果

{
叩
月

2
a
)

去
る
刊
月

2
日
川
愛
媛
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
レ
ー
ン
ヨ
ン
祭
山
田

松
山
地
方
大
会
が
、
松
山
市
上

野
町
の
県
総
合
運
動
公
闘
を
主

会
場
に
行
わ
れ
、
山
内
町
か
ら

も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
叩
種
目

に
九
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し

‘"。
ナ
λ

参
加
し
た
選
手
は
各
競
技
に

持
て
る
力
を
精
い

っ
ぱ

い
発
揮

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
主
な
成
績
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
(
二
部
)

優

勝

。
ク
ロ
ッ
ケ

l

(
一
般
)
優

勝

。
ク
ロ

y
ケ
1
(老
年
一

一部
)

漁
優
勝

。
ク
ロ
ッ
ウ

i

(
老
年
一
部
)

@
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

位

A
U
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わが家G愛ド/ι
満 1)歳を迎えられる赤ちゃんの
写真とコメントを募集します。

コメントには名前・住所-生年月日・

両親の名前・赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

まで‘に役場広報係まで‘送って下さい。
忌

-. 
(
河
之
内
音
田
)

近

藤

尚

輝

く

ん

長
男
(
十
月
六
日
生
)

父
・
正
典
母
・
加
奈
美

立
っ
て
、
歩
く
こ
と
も
で
き
る
ん
だ
よ

満 1歳です/
(
道
向
)

東

凌

輔

く

ん

次
男
(
十
月
八
日
生
)

父

・

益

雄

母

洋

子

「
あ
ん
よ
が
上
手
」
の
声
に
自
慢
そ
う
な

顔
を
し
て
歩
き
出
す
ぼ
く
っ
て
ち
ょ
っ
と

お
調
子
者
か
な

なてて と愛撃場か開日 29は んがをタ玄がと 取さをそん
いルはクし媛のさし催ま日、江がて見ヌ関よい「材つ聞うが「
の 1 、レて県スれやさでか今戸現江てキ先 く つ江にそきな国西
でルは i出代キるちれ愛ら年異わ戸いのでわた 戸 ゆ く つ」体中 J・... 
、なつ射場表 o国る知 11の五れ異るはキか方ハくアけとに村重..  
ーどき撃さ(トク体「県月 10さた五とくジるがク O ポたい出の唖画E量
かわりにれ 3部レ」わで 3月ん。さや製やと、セ をのうら医'===
らかいつる名門 lへ 思場イ取で情れ長2盟国.
江らつい o~で射出 E・E・-ーう所」 り、報るさ扇

わ代ば公なツ愛 戸 4、
れ表れ式らク媛まさ....，c:ら
、でる戦なの県ずん ・
最四。のい予の、に "J
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二
県
が
四
国
の
代
表
と
し
て
国
体

に
出
場
す
る
権
利
を
得
る
わ
け
で

あ
る
。
(
予
選
の
成
績
に
よ
り
、

代
表
6
名
が
3
名
に
し
ほ
ら
れ
る
。
)

今
年
は
、
昨
年
国
体
優
勝
の
高

知
県
を
破
つ
て
の
国
体
出
場
で
あ

り
、
国
体
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る。
江
戸
さ
ん
は
西
中
村
の
区
長
の ¥¥ 

|1iI LJllj・ 撃場よな準た
、江戸員五戸他場も川うか国備め

県も今内でな体等
応町と体イ さいア体の愛は町あか出でお
援あう出 l施びてツ出施媛なにる練場お会
しげご場を設しいプ場設県くあ。習が忙い
たてざ、乗ゃくるな選のに、つ 時近しし
い、い本り体なとど手充は県た 間づそた
と江ま当越制つ、おへ実な営ク がいう時
思戸すにえのただ話のぶいクレ 取てでも
さ O おてハ。んしパりとレ| れきあ祭

O ん川めのン だを y 、γi身す なたつり
を内で国デ ん聞ク国つ。射撃 ぃ問えの

※
川
内
町
を
舞
台
に
生
き
生
き
と

演
技
(
活
動
)
し
て
い
る
役
者
さ

ん
(
人
)
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
き

の
よ
い
役
者
さ
ん
(
人
)
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
役
場
総
務
課
広
報
係

岱
六
六
|
一一
一
一一
一一一)



水

の

願

J¥ 

しE

今
夏
は

「戦
後
最
も
暑
い
夏
」

と
の
気
象
庁

の
発
表
p
u

ん
土
凶
各
地
で
史
上
最
高
気
温
が

塗
り
替
え
ら
れ
、
そ
れ
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
よ
う
な
異
常
渇
水
の

状
況
が
勾
日
の
よ
う
に
報
道
:と

つ
い
に
断
水
の
戸
は
、
す
ぐ
隣

り
の
重
信
町
ま
で
及
び
ま
し
た
c

節
水
に
努
め
、
庭
の
つ
つ
じ
ゃ

草
花
な
ど
枯
れ
て
し
ま
っ
た
痛
々

し
さ
を
日
に
し
た
り
、
稲
作
に
影

響
の
あ
っ
た
農
家
の
方
に
は
申
し

訳
な
く
思
い
ま
す
が
、
何
と
か
断

水
に
は
及
ば
な
か
っ
た
川
内
町
に

感
謝
い
た
し
ま
す
c

」
胤
し
さ
は
、
も
う
一民
ら
な
い
の

か
:
・
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ

す
が
十
月
に
近
づ
く
と
、
過
こ
し

や
す
い
朝
夕
と
な
り
、
こ
の
上
は

耐
に
恵
ま
れ
る
日
を
待
つ
ば
か
り

で
す
c

-、.

ち
ょ
う
と
こ
の
時
、
家
庭
排
水

合
併
浄
化
槽
及
び
中
水
道
(
水
の

リ
サ
イ
ク
ル
)
設
備
を
見
学
し
て

の
県
主
催
の
研
修
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
c

文
化
と
と
も
に
生
活
用
水
も
増

加
し
て
、
一
日
の

一
人
平
均
の
生

活
用
水
量
は
、
二

C
O
リ
ッ
タ
ー

も
必
要
と
か
:-c
限
ら
れ
た
水
で

す
か
ら

l
、
意
識
で
節
水
す
る
c

2
、
耐
水
を
飲
料
水
以
外
の
水
に

利
則
す
る
C

3
、
排
水
を
再
利
用
す
る
c

こ
と
な
と
に
つ
い
て
も
研
修
し
ま

し
た
c

川
内
町
で
は
、
も
う
す
で
に
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
飲
料

水
以
外
は
す
べ
て
の
排
水
が
浄
化

さ
れ
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
福

岡
や
東
京
・
関
東
方
面
で
は
、
新

し
く
建
築
す
る
家
に
は
、
こ
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
節
水
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
c

ま
た
川
内
町
で
は
、
本
年
四
月

よ
り
、
す
で
に
合
併
処
理
浄
化
槽

に
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
、
こ
の

点
も
先
進
町
で
あ
る
事
を
誇
り
に

思
い
な
が
ら
研
修
を
続
け
ま
し
た
。

町
で
計
画
さ
れ
て
い
る
合
併
均
化

. . 

槽
の
水
を
更
に
浄
化
(
巾
水
道
装

置
)
し
て
、
ト
イ
レ
や
散
水
に
再

利
用
出
来
る
お
話
も
伺
え
、
素
晴

ら
し
く
、
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。

出
水
に
つ
い
て
も
、
七

O
パ
ー

セ
ン
ト
の
刊
れ
は
生
活
雑
排
水
だ

と
一一一円
わ
れ
て
い
る
事
は
、
い
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

海
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
今
す

ぐ
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

申書kイ直l在、 l人かi日Lこ出可木曽活;署i
均~'"呈t， BODで:t.わ Lたも勾

せ
め
て
合
併
海
化
槽
に
す
る
な
ら

ば
、
ト
イ
レ
だ
け
の
単
独
浄
化
槽

の
八
倍
の
均
化
が
出
来
ま
す
の
ス

ペ
ー
ス
が
許
す
な
ら
、
単
独
か
ら

合
併
に
切
り
か
え
た
い
気
持
ち
に

か
り
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

浄
化
は
微
生
物
で
行
い
ま
す
か

ら
、
魚
の
住
む
、
ホ
タ
ル
飛
び
交

う
自
然
を
と
り
一
民
せ
ま
す
c

と
に
か
く
、
み
ん
な
で
ゴ
ミ
の

減
量
と
と
も
に
、
水
を
刊
さ
な
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

つ臼
噌

B
4

ボ
カ
シ
情
報

ボ
カ
シ
を
使
つ
て
の
水
切
り
バ

ケ
ツ
の
底
に
た
ま
る
液
肥
は
、
澄

ん
だ
感
じ
の
い
い
液
だ
そ
う
で
す
。

長
ら
く
置
く
か
ら
腐
敗
し
て
の
悪

臭
に
な
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

三
日
に

一
度
、
底
に
た
ま
っ
た

液
を
取
り
、
三
百
倍
か
ら
五
百
倍

に
う
す
め
て
使
用
す
る
と
い
い
そ

う
で
す
。

(
琉
球
大
学
・
比
嘉
照

夫
先
生
の
お
話
か
ら
)

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

十

一
月
六
日
制
小
田
町
に
て

え
ひ
め
婦
人
大
会

十
一
月
八
日
山
川
県
民
文
化
会
館

中
央
公
民
館
集
合
八
時
四
十
分

桜
学
級
(
手
芸
)

十

一
月
二
十
五
日
午
後

一
時
よ
り

中
央
公
民
館
第

一
学
習
宰

ボ
カ
シ
作
り
・
販
売
(
ボ
計
一
ん
)

十

一
月
二
十
七
日
間

午
後
七
時
三
十
分
よ
り

中
央
公
民
館
三
階
に
て

川
内
町
婦
人
会
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社
会
福
質
協
議
会
£

赤
い
羽
根
募
金
に

10月1日......12月31日

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

赤
い
羽
根
の
募
金
運
動
は
、
戦

後
間
も
な
い
昭
和
二
十
二
年
に
始

ま
り
今
年
で
四
十
八
回
目
で
す
。

共
同
募
金
は
、
福
祉
の
た
め
の

募
金
で
次
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

。
お
年
寄
り
の
幸
せ
の
た
め
に

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
。

独
居
老
人
激
励
事
業
に
。

老
人
ホ

l
ム
な
ど
の
施
設
に
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
什

l
ピ

ス
な
ど
に
。

。
障
害
を
持
つ
人
の
た
め
に

体
の
不
自
由
な
人
た
ち
、
施
設

入
所
、
長
期
入
院
者
の
た
め
に
0

0
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に

母
親
ク
ラ
ブ
の
活
動
助
成
に
。

保
育
園
の
活
動
助
成
に
。

。
病
気
な
ど
で
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に

困
っ
た
と
き
の
生
活
相
談
な
ど

の
費
用
に
。

。
母
子
、
父
子
{
杢
腔
の
幸
せ
の
た

め
に
母
子
、
父
子
の
家
族
が
明
る
く

暮
せ
る
よ
う
に
。

。
災
害
で
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち

の
た
め
に

予
期
せ
ぬ
突
然
の
災
害
で
困
っ

て
い
る
人
の
緊
急
援
護
の
た
め

の
費
用
に
。

。
歳
未
た
す
け
あ
い
に

明
る
い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
費
用
に
。

共
同
募
金
は
概
ね
以
上
の
よ
、
つ

な
「
福
祉
」
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
戸
別
募
金
の
目
標
は
一

戸
五
百
円
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行

へ
の
ご
厚
志

本
年
度
第
二
・
四
半
期
に
次
の

と
お
り
「
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
多
額
の
ご
厚
志
が

ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
預
託
い
た
だ
い
た
方
々
の

お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

田

中

啓

五

様

(
故
田
中
公
明
様
忌
明
け
)

江

戸

勝

男

様

(
故
江
戸
即
様
忌
明
け
)

田

中

政

徳

様

(
故
田
中
好
子
様
忌
明
け
)

三
恵
ホ

l
ム
様

(
盆
踊
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

和

田

イ

シ

子

様

(
手
芸
募
金
)

青
森
か
ら
善
意
の
水

今
年
の
夏
の
異
常
渇
水
が
全
同

的
に
報
道
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら

松
山
市
や
伊
予
市
等
へ
善
音
山
の
水

が
届
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
川

内
町
に
お
い
て
も
、
青
森
県
在
住

の
辻
純
三
郎
さ
ん
か
ら
善
意
の
水

(
奥
入
瀬
源
流
水
)
が
届
け
ら
れ
ま

1
v

か~。さ
っ
そ
く
ご
芳
志
の
品
々
を
独

居
老
人
の
お
宅
ヘ
寄
贈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
善
意
の
水
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
辻
純
三
郎
さ
ん
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
母
様
が
川
内

町
出
身
(
三
内
村
第
六
代
村
長
の

近
藤
元
衛
様
の
三
女
)
の
方
で
あ

り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
l
爆
発

ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会
結
果

(
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
)

.
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
ク
ロ

ツ

ケ

l
大
会

(
9
月
9
日
)

A
ゾ

l
ン

優

勝

則

之

内

A

準

優

勝

町

西

A

三

位

町

西

B

B
ゾ

l
ン

優

勝

井

内

A

浮

優

勝

井

内

B

三

位

前

松

瀬

川

B

-
県
老
連
主
催
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

l

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
似

中
予
地
医
予
選

(
9
月

U
H
)

入

賞

則

之

内

東

つd



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

|教育委員会|

職

場

と

人

間

関

係

私
た
ち
は
、
希
望
す
る
仕
事
に

就
き
、
毎
日
、
力
い
っ
ぱ
い
働
け

る
こ
と
や
、
職
場
で
の
温
か
い
人

間
関
係
を
通
し
、
人
間
と
し
て
成

長
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
「
働

く
権
利
」
「
職
業
選
択
の
自
由
」
「
就

職
の
機
会
均
等
の
権
利
」
な
ど
が

保
障
さ
れ
、
職
場
を
働
き
が
い
の

あ
る
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
は
、
自
分
に
何
が
出

来
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
を
考
え
て
、
行
動
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
職
場
と
は

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
収
入

を
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
分
の

能
力
や
適
性
を
社
会
の
た
め
に
役

立
て
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
社
会

的
に
意
義
の
あ
る
仕
事
を
す
る
こ

と
は
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

送
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

-定

ま
た
、
職
場
で
の
人
間
関
係
の
広

が
り
も
大
き
な
魅
力
の

一
つ
で
す
。

日
本
人
は
、
古
い
伝
統
や
慣
習

に
こ
だ
わ
り
、
主
体
性
が
乏
し
い

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周

囲
に
同
調
し
て
、
差
別
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
個
人
の
尊
厳
と
い

う
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
成
熟
し
て

い
な
い
よ
う
で
す
。「
人
は
見
か

け
に
よ
ら
な
い
も
の
」
と
は
、
古

い
言
い
種
で
す
が
、
十
人
十
色
、

そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
を
持
っ
て
い
て

上
・
下
や
順
序
は
、
つ
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
江
戸
後
期
の
儒
学
者
、
教

育
家
で
個
性
を
の
ば
す
教
え
方
を

し
た
九
州
日
田
に
、
広
瀬
淡
窓
と

い
う
人
が
い
た
。
淡
窓
は
い
ろ
は

歌
を
作
り
「
鋭
き
も
鈍
き
も
と
も

に
捨
て
が
た
し
、
錐
と
槌
と
に
使

い
分
け
な
ば
」
と
歌
っ
て
い
ま
す
。

人
並
み
以
上
に
秀
れ
た
体
力
や

知
力
、
広
い
心
、
強
い
意
志
を
持

つ
人
は
、
自
分
が
秀
れ
て
い
る
と

自
信
過
剰
に
な
る
の
で
は
な
く
、

自
分
に
与
え
ら
れ
た
天
分
と
し
て

感
謝
し
そ
れ
を
周
囲
の
人
々
に
奉

仕
し
て
い
く
心
が
け
を
持
ち
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
と
か
く
自
分

の
肌
に
合
っ
た
者
同
志
が
、
親
し

く
し
、
雰
囲
気
に
と
け
込
み
に
く

い
人
が
で
き
る
と
、
勤
務
時
聞
が

息
き
苦
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
勤
務
中
は
、
職
業
人
と
し
て
、

自
分
の
立
場
を
よ
く
か
え
り
み
て

行
動
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す。
ス
ト
レ
ス
や
、
う
さ
が
た
ま
る

と
人
を
差
別
す
る
よ
う
な
方
向
へ

向
い
が
ち
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
趣

味
な
ど
私
生
活
の
充
実
も
、
必
要

で
す
。私
た
ち
の
職
場
生
活
は
、
時
間

的
に
長
い
と
い
う
ば
か
り
で
は
な

く
、
人
間
関
係
に
お
い
て
も
濃
密

で
す
。
で
す
か
ら
、
差
別
問
題
を

起
こ
す
要
素
を
つ
く
り
出
し
ゃ
す

い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
し

か
し
、
反
対
に
方
法
に
よ
っ
て
は

差
別
を
な
く
す
活
動
を
効
果
的
に

実
施
で
き
る
条
件
を
備
え
て
い
る

と
も
言
え
ま
す
。
ま
た
、
相
手
の

立
場
を
理
解
し
、
信
頼
感
を
深
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陰
口
を
言
っ

て
、
相
手
を
け
な
し
た
り
、
見
下

し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
良
い
人

間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

場
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
職
業
の
人
が
、
人
と

し
て
尊
重
さ
れ
、
生
き
生
き
と
し

た
活
動
が
見
ら
れ
る
、
暖
か
く
て
楽

し
い
職
場
、
、
つ
く
り
の
成
果
は
、
家

庭
や
地
域
に
も
広
が
っ
て
い
く
と

確
信
し
ま
す
。

-14一

お りど
待多ま自
ちくす慢
いの。大
た皆会
しさ な
てんど
おの計
りお 画
ま越 し
すして 11月11日-13日
。をお

第
二
十
一
回

川
内
町
文
化
祭ご案
内

第
二
十
一
回
川
内
町
文
化
祭

が
、
十

一
月
十

一
日
幽
か
ら
十
三

日
制
ま
で
の
三
日
間
、
川
内
町

中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
絵
画
、
書
道
、

写
真
、
手
芸
、
陶
芸
、
生
け
花
、

盆
栽
な
ど
の
作
品
展
示
会
が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
芸
能
発
表
会
、

人
形
劇
、
囲
碁
、
将
棋
大
会
、

句
会
、
お
茶
会
、
バ
ザ
ー
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
も
の
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
十

一
日
幽
に

桂
小
金
治
さ
ん
(
タ
レ
ン
ト
)

を
お
招
き
し
て
の
文
化
講
演

会
、
十
二
日
出
に
は
、
素
人
の



酌4・

第

げ

回

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

名
前
っ
て

何
の
た
め
に
あ
る
の

東
谷
小
学
校
四
年

高
須
賀
優
香

私
の
名
前
は
、
「
優
香
」
と
い

い
ま
す
。
お
父
さ
ん
が
「
や
さ
し

さ
の
か
お
る
よ
う
な
女
の
子
」
に

な
る
よ
う
に
と
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
自
分
で
も
、
と
て
も
い
い
名

前
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
近
ご
ろ
、
少
し
考
え
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
で
す
。

私
と
同
じ
学
年
の
女
の
子
が
、

男
の
子
た
ち
に
「
え
ん
ま
大
王
。
」

と
よ
ば
れ
ま
し
た
。
そ
う
よ
ば
れ

た
こ
の
子
は
、
男
の
子
た
ち
を
追

い
か
け
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

教
室
に
も
ど
っ
て
き
た
時
、
そ
の

子
は
顔
で
は
笑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

心
の
中
で
は
、
と
て
も
い
や
な
気

持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
。
「
な
ぜ
、
そ
ん
な

ふ
う
に
よ
ぶ
の
か
な
。
」
と
、
私
は

人
権
作
文

「一

思
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
人
が

い
や
な
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
よ

び
方
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。

私
に
も
名
前
が
あ
り
ま
す
。
世

界
で
た
っ
た
一
つ
の
大
切
な
名
前

で
す
。
私
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
よ

う
に
と
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

の
願
い
が
こ
も
っ
た
あ
た
た
か
い

名
前
で
す
。
「
え
ん
ま
大
王
。
」
と

呼
ば
れ
た
子
に
も
ち
ゃ
ん
と
し
た

名
前
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、

こ
の
子
は
、
し
あ
わ
せ
に
な
る
ど

こ
ろ
か
、
心
が
き
ず
つ
い
て
つ
ら

い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
つ
ら
い

思
い
を
す
る
た
め
に
名
前
が
つ
い

て
い
る
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

男
の
子
た
ち
は
こ
の
こ
と
に
気
が

つ
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

私
も
下
の
学
年
の
人
を
、
よ
び
す

て
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
原
い
ん
は
、
そ
の
子

が
私
と
な
か
よ
し
の
子
を
意
味
も

な
く
大
声
で
よ
び
す
で
に
し
た
か

ら
で
す
。
そ
の
時
私
は
、
ま
る
で

自
分
に
言
わ
れ
た
よ
う
に
は
ら
が

立
っ
て
、
そ
の
子
の
こ
と
を
よ
び

す
で
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

今
思
う
と
、
い
く
ら
か
っ
と
な
っ

て
い
た
と
は
言
え
、
よ
ぴ
す
で
に

し
た
こ
と
は
、
私
が
悪
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
上
級
生
ら
し

く
理
由
を
き
ち
ん
と
言
っ
て
話
し

て
あ
げ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
き
っ
と
そ
の
子
は
、
と
て
も

い
や
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
私
も
、
人
の
こ
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ

名
前
の
こ
と
で
、
み
ん
な
が
い
や

な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
さ
せ
た

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
名
前
は
、
み
ん
な
が
楽

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
あ
る
は
ず
で
す
。
人
を
き
ず

つ
け
た
り
き
ず
っ
け
ら
れ
た
り
す

る
よ
う
な
悲
し
い
こ
と
は
も
う
や

め
た
い
で
す
。
あ
だ
名
や
よ
び
す

て
で
人
を
よ
ぶ
と
い
う
の
は
、
そ

の
人
を
人
間
で
は
な
く
、
物
か
何

か
の
よ
う
に
見
て
い
る
こ
と
だ
し
て

思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
み
ん
な
が

一
つ
ず
つ

持
っ
て
い
る
た
か
ら
物
、
名
前
を

大
切
に
よ
び
合
う
こ
と
が
、
ほ
ん

と
う
の
友
だ
ち
の
ス
タ
ー
ト
だ
と

思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
楽
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
こ

ん
な
か
ん
た
ん
な
こ
と
か
ら
、

し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
願
っ
て

い
る
「
や
さ
し
さ
の
か
お
る
よ
う

な
子
」
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第

六

固

か

持

自
猪
の
滝
ま
つ
り
.5

ご
案
内

11月3自体)

文化の日

に
D
1
E
A
 

四
国
の
山
々
も
紅
葉
に
染
ま

り
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の

一
日
を

川
内
町
白
猪
の
滝
ま
つ
り
に
、

ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
か
け
下

さ
い
。
み
ん
な
が
楽
し
め
る
催

し
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

O 
と

き

11 
月
文 3
化日
の(木)
日

O
と
こ
ろ

河
之
内
問
屋

(
な
る
べ
く
パ
ス
を

ご
利
用
下
さ
い
)

※
営
業
所
発

9
時
ハV
主
寸

n
u
¥
1

1
1
凪

u
n
J
ノ
J

R
U
土
寸

-
E
4
円
げ
H

※

滝

口

発

。
、
王
な
行
事

餅
ま
き
、
俳
句
会
、
わ
た
の
し

み
抽
選
会
、
農
産
物
即
売
会
等

O
主

催
白
猪
の
滝
ま
つ
り
実
行
委
員
会



一国
民
年
金

年1金週間|
1 1月6日'"11月12日

「明日のあなたを考えて…

年金はあなたが主人公で、す』
，、‘

-圃・・・・・・・・・・

十

一
月
六
日
か
ら
十

一
月
十
二

日
は

『年
金
週
間
』
で
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
訪
れ
る
超

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
八
ム
的
年

金
制
度
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大

き
く
な
っ
て
参
り
ま
す
c

公
的
年
金
制
度
は
、
世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
に
よ
り
成
り
立
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
な
の

で
す
。こ
の
大
切
な
制
度
を
安
定
的
に

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
「
家
族

間
扶
養
」
か
ら
「
世
代
間
扶
養
」

へ
の
国
民

一
人
一
人
の
意
識
の
変

化
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
、
い
つ
か
は
必
ず
支
え

ら
れ
る
年
が
来
ま
す
。
年
金
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
下
さ
い
。
そ
し

て
、
年
金
は
自
分
が
主
人
公
な
の

だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
、
参

加
し
て
下
さ
い
。

一募

集

V
児
童
彫
刻
ア
イ
デ
ア

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

募
集
作
品
屋
外
に
設
置
す
る
彫

刻
の
ア
イ
デ
ア
を
絵
で
表
現
し

た
も
の

出
大
き
さ
は
、
副
サ
イ
ス
と
し
、

画
用
紙
等
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

∞
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

応
募
資
格
四
歳
未
満
の
子
供

応
募
方
法
山
応
募
作
品
に
は
、

一
点
ご
と
に
次
の
事
項
を
書
い

た
用
紙
を
添
付
し
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

①
作
品
の
題
名

@

説

明

(
意
図
な
と
)

⑤
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
生

年
月
日
、
性
別
、
電
話
番

号
、
在
籍
学
校
名
、
学
年

め
一
人

3
点
ま
で
応
募
で
き
ま

す。

応
募
締
切

1
月
初
日
開
必
着

審
査
及
び
発
表
平
成

7
年

2
月

入
選
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
宛

通
知
し
ま
す
。

-・・圃・圃・・圃・・・

表

彰

入

選

叩

点

、

贈
呈
し
ま
す
。

※
こ
の
内

3
点
を
選
ん
で
専
門

家
に
彫
刻
の
製
作
を
依
頼
す
る

と
と
も
に
、
入
選
者
は
、
彫
刻

の
除
幕
式
に
招
待
し
ま
す
。

主

催

兵

庫

県

実
施
主
体
兵
庫
県
立
こ
ど
も
の

-宵ロ
《包
h
円

問
い
合
わ
せ
及
び
応
募
先

干
六
七

一

一
一二

兵
庫
県
姫
路
市
桜
山
湖
畔

兵
庫
県
立
こ
と
も
の
館

2
0七
九
二
|
六

七

|
一
一
五
三

表
彰
盾
を

V
販
売
事
務
(
初
級
)

技
術
講
習
会

受
講
生
募
集

対

象

就

業

を

希

望

す

る

女

性

科
目
販
売
事
務
(
初
級
)

日

時

ロ

月

1
日
嗣
か
ら

2
月

3
日
幽
ま
で
の
聞
の
幻
日

(
士
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
)

9
時
半

1
3
時
半

場

所

松

山

市

山

越

町

四

五

O

県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

定

員

初

名

受
講
料
無
料
(
教
材
費
一
部
白

己
負
担
)

申
込
締
切
日
月
お
日
出

申
込
方
法
愛
媛
県
女
性
職
業
セ

ン
タ

l
(
宮
二
三
一|
三
二

O
ご

〈
印
鑑
持
参
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。〉

po 

V
太
極
拳
を

始
め
ま
せ
ん
か

美
容
と
健
康
、
参
加
し
て
い
る

人
た
ち
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
ゆ
る
や
か
な
動
き
で
自
分
の

ベ
l
ス
で
楽
し
め
ま
す
f

ぜ
ひ
一
度
、
気
軽
に
の
ぞ
い
て

み
て
下
さ
い
。
陽
気
な
メ
ン
バ
ー

が
、
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

毎

週

土

曜

日

午
後

2
時

1
3
時
半

場

所

中

央

公

民

館

講

師

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー

荒
木
綾
子
先
生

問
い
合
わ
せ
先

宮
⑮
二
五

O
五

渡
部

棺

百炎
-・・・・・・圃・・・・・・

V
子
育
て
支
援

電
話
相
談
の
お
知
ら
せ



. . 

愛
媛
県
で
は
、
中
央
児
童
相
談

所
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
電
話

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

電
話
相
談
で
は
、
専
門
の
相
談

員
が
、
育
児
、
保
健
、
教
育
、
非

行
、
い
じ
め
等
、
子
供
と
家
庭
に

関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
に
お
答

え
し
ま
す
。

ま
た
、
高
度
の
専
門
的
知
識
が

必
要
な
場
合
は
、
専
門
の
弁
護
士

等
が
相
談
等
に
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間
は
土
日
を
含
む
毎
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
で

す
。
(
祝
祭
日
と
年
末
年
始
を
除

く
)

宮

③
四

一
五

F
A
X
⑪
四
四
七

も
よ
お
し

V
「え
ひ
め
産
業
文
化

ま
つ
り
」
開
催
案
内

え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り
が
、

県
民
総
合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
、

「産
業
と
文
化
の

華
咲
く
、
ふ
る
さ
と
愛
媛
」
を
ス

ロ
l
ガ
ン
に
地
域
特
産
品
の
展
示

・
即
売
、
郷
土
芸
能
の
競
演
、
創

り

・
伝
え
る
特
産
工
芸
品
展
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お

越
し
下
さ
い
。

時

日

月

出

日
出

日
時
か
ら
灯
時

日
月
訂
日
間

9
時
か
ら
日
時
半

県
民
文
化
会
館

農
業
試
験
場
跡
地

日場

所

内

容ふ
る
さ
と
産
物
展

(
創
り
・
伝
え
る
特
産
工
芸
品

展
、
ふ
る
さ
と
銘
産
品
展
、

高
齢
者
創
作
品
の
紹
介
展
示
、

伸
び
る
愛
媛
の
花
き
展
)

パ
ノ
ラ
マ
展

(
ま
つ
り
の
シ
ン
ボ
ル
塔
)

技
術

・
ア
イ
デ
ィ
ア
展

(
引
世
紀
を
目
指
し
た
愛
媛
農

林
水
産
業
展
、
農
高
生
等
に

よ
る
技
術
・
ア
イ
デ
ィ
ア
展
、

暮
ら
し
に
潤
い
コ
ー
ナ
ー

水
産
ス
タ
ジ
オ
)

ふ
る
さ
と
感
謝
の
広
場

(
記
念
も
ち
ま
き
、
力
じ
ま
ん

大
会
、
郷
土
芸
能
の
競
演
)

え
ひ
め
の
食
と
文
化
展

(
え
ひ
め
の
暮
ら
し
と
郷
土
料

理
展
、
さ
か
な
料
理
教
室
、

全
国
さ
か
な
の
ふ
る
さ
と
料

理
、
俳
句
の
部
屋
、
さ
か
な

を
使
っ
た
健
康
料
理
)

ふ
る
さ
と
市
コ

ー
ナ
ー

(
地
域
特
産
品
の
即
売
)

ち
び
っ
こ
広
場

(?、ミ、コ
l
ナ
|
、
い
も
掘
り
コ
ー

ナ
ー
、
お
さ
か
な
と
遊
ぼ
う

コ
ー
ナ
ー
)

協
賛
展

(
農
林
水
産
商
工
諸
団
体
に
よ

る
展
示
即
売
、
青
年
団
に
よ

る
生
活
文
化
活
動
展
)

V
女
性
再
就
職
準
備

支
援
集
団
セ
ミ
ナ
ー

再
就
職
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
女
性
を
対
象
に
、
就
職
に
必
要

な
基
礎
的
知
識
等
を
修
得
す
る
た

め
の
女
性
再
就
職
準
備
支
援
集
団

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

時

ロ

月

5
日
開
ー

は
月
9
日
制

叩
時
1
日
時

日

I曇

所
松
山
市
山
越
町
四
五

O

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

容

内vr! 't 前の 制; 与 後 の部 j議 )i)j 
(!O:OO-12:00) (J:l:OO-1S:00) 

12/5 開講式
パ&ヨアネノ ルド再デノ〈就イイ職スス体カ験ッ談シ 愛媛県女性職業オリエンテーション

リl' 女性のキペリアア ソプ センゲ ー

121G 職場のマナーと {動くときの税金 愛媛県女性職業

1{2刈/7 
エチケソト と保険 センタ←

ワー7'ロ 一日体験
愛媛県女性職業

!;jQ センヲー

12/8 i動く女性をめぐ
企業訪問

愛媛県女性職業

I~' る法律&制度: センヂー・未定

12/9 女性の職場と求
あなたの適職診断

愛媛県女性職業

er.:i 人情報 センタ ー

定

員

別

名

受

講

料

無

料

携

行

品

筆

記

用

具

申
込
締
切
日
月
引
日
仲

申
込
方
法
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
む
か
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

干
七
九
一
松
山
市
山
越
町
四

五
O
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
二

二
O
一

一ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
一

V
勤
労
者
住
宅
融
資

j
金
利
が
大
幅
に
下
り
ま
し
た
j

川
内
町
で
は
、
県
労
働
金
庫
と

提
携
し
て
、
町
内
の
勤
労
者
を
対

象
に
住
宅
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利

率

固

定

金

利

恥

5
・
羽

%

変
動
金
利
恥

3
・
ω
%
(
た
だ

し
、
変
動
金
利
は
半
年
ご
と
に

見
直
し
)

利
用
の
目
的
新
築
、
増
改
築
、

宅
地
購
入
(
三

0
0
2
m
以
下
)
、

建
売
住
宅
購
入
(
中
古
住
宅
購

入
も
可
)

利
用
で
き
る
方
同
居
す
る
家
族

の
あ
る
方
で
町
税
を
完
納
し
て

い
る
方
(
た
だ
し
、
前
年
の
給

与
収
入
が
一

千
万
円
未
満
の
方
)

保
証
人
町
内
に
居
住
し
、
町
税

の
完
納
者
で
返
済
能
力
が
あ
る

方
一
人
以
上
、
ま
た
は
、
信
用

保
証
制
度
を
利
用
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先
役
場
総
務
課

(
合
⑩
二
二
二
二
)
、
ま
た
は
、

愛
媛
県
労
働
金
庫
番
町
支
庖

(
宮
⑬

二

二
二
へ
。

月
/



宝 O ~ 土 O 市(東 o ~猪則 O 西 O 則 O す入 加川

脱い 休)ー中移松之語要之 原武之継 之 復 之加 O 者九 入内
も二ケ本 智 の月

者町
泉退た谷止八谷村転正窪 悦内承 側帰 内入 異中
き九よ己 朗 動の 異有

渡 会高 二 り中 よ松よ高よ武 土 石'-'-' は有 動線
部 場 j頼 ~~島 り本 2須り智 屋 本 次線 の放
)チ 新 ) 賀)テ の放 お送

五芳 =ョ 五 l1'ヲ =康五徹二ル 五政 二司 と送 知電
O 光 七子 九良四彰六子 五祝 六郎 お電

ら話
七 J¥ O 五 り話

せの--'-- 九 J¥ 七 四 七 四 O で加ノ、

11月予防接種計画表

*注射対象者の

保護者の方ヘ*

[ 予防関長名 三種世見山

ト2種目時 平成 6 年11 月 8 日向午後 2 時~3 時

干車場所 健康センター l階集団検診控室

会I象者 -平成6年8月末で2歳以上4歳未満の l期
を3回接種していない児童
. 1期終了後1年以上たって2期接種してい
ない 5歳6カ月未満の幼児

注意事項 -体温は接種会場で計ります。

-予防接種を受けますと 1週間は他の予防接
種を受けることができません O

-当日の入浴はかまいません。

. 37.5度以上発熱している場合は接種できま

せん O

持参品 -母子健康手帳、印鑑

間合わせ先 予防接種に関して、ご不明な点は、健康セン

タ一保健婦までお問い合わせ下さしL

電話 :66-2191 有線5833

1 .ちえ，~ごみ 1 1月ごみ収集計画表 清掃センター
電話 66-4989
有線 3130 

収集曜日 収 集 1也 t或 収集日又は収集変更日

月・木
東谷 ・西谷(井内を除く) 11月3日(木)を

毎 土谷 ・滑川・天神・鳥の子 ・横灘団地 11月4日(金)に収集----畠晶・...・..凶齢明司向『匹...
木 井内

火 ・金 北方・南方
変更なし-----------ー・..四ーー ・・・・a・ ・・・ーー・・-----ーー・------ー・..守一一"・.一一

火 奥松瀬川

週 前松瀬川(鳥の子を除く) 11月23日(水)を
水・土

町筋(天神を除く) 11月24日(木)に収集

2 ちえ，1dいごみ・資源ごみ

ヰ又 集 地 域 ガフス ・空ピン類 空き缶等金物類 資 源
-ヂ みらs

東谷・西奇(井内を齢く)
11月14日(月) 11月28日(月) 11月14日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方 ・南方・奥松瀬川 11月8日(火) 11月22日(火) 11月15日(火)
前松瀬川(鳥の子を除く)

11月9R (水) 11月初日(土)
町筋(天神を除く) 11月16日(水)
井内・土谷・滑川 11月10日(木) 11月25日(金)

O新聞・夕、ンボール・ビールヒ、ン・一升ビ、ン・雑誌・布は資源ごみです 10

oo 

t

，ム
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エ
イ
ズ
予
防
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日

月

日

日

制

演

題

「

エ

イ

ズ

予

防

と

日
時
l
M
時

加

分

性

教

育

」

県

民

文

化

会

館

②

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

メ
イ
ン
ホ
l
ル

テ

l
マ
「
エ
イ
ズ
に
対
す
る

誤
解
・
偏
見
を
な
く
す
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

林
浩
彦
(
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
)

植
本
真
一
(
保
健
指
導
課
長
)

日場内

容①
講
演
講
師

11月健康センターだより
時戸万

田
能
村
祐
制
限

(
教
育
問
題
研
究
所
長
)

健康センター午後 2:00~ 3:00 三種混合予防接種

家庭介護教室(1)

8 B伏)

健康センター午後 1:30~ 3:30 9 日 (水)

健康センター

健康センター

海上公堂

車奇

午後 1:30~ 3:30 

午後 1:30~ 4:00 

午前 9:30~10:30 

午前1O :30~11 :30 

午後 1:00~ 2:00 

家庭介護教室(2)

こころの健康相談

滑川健康相談

16日 (水)

21日(月)

18臼 (金)

九

生活改善センター

健康センター午後 1:30~ 3:30 家庭介護教室(3)30日制

トー

健康センター午前 8:30~10:00 不用犬買い上げ

健康相談

毎週月曜日

健康センター

健康センター

午前 9:00~12:00

午前 9:00~12:00

午後 1:OO~ 3:00 

母子手帳交付

毎週水曜日

ガリラヤ荘機能回復訓練事業

パ
、
ネ
ラ

i

嘉
門
達
夫
(
タ
レ
ン
ト
)
他

①
催
物「卜

l
ク
&
ラ
イ
ブ
」

嘉
門
達
夫
(
タ
レ
ン
ト
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
保
健
環
境
部
保
健
指
導

課
予
防
係
ま
で
官
四
一

一
一
一
一

一

合64-2411重信町横河原

松山市北梅本町

松山市南梅本町

国立療養所愛媛病院

宮内病院

当番医

3 日 (木)

ft75-0091 6 R (H) 

ft76-7811 中川外科内科

辻井循環器科内科

13 El (EJ) 

合64-0013

合 64-1188

重信町田窪

重信町志津川

愛媛十全医療学院附属病院 川内町南方

重信クリニック

20日 ([1)

23日 (泌

ft66-5011 

霊堂66-2191

救急病院案内 含64-5632(テレホンサービス)

有線 5833健康センター

27日 (日)

(問い合わせ先)

戸
籍

窓

。)

(
九
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

* 

挙

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

土 竹 キd山:m、 市 茶 東 徳
住

之 森
回

中
1ノペゴ

一川口 鼻 下 場 A主U邑. 村 ゴロゴ
所

i度 高 十公 高 久 十~ 寸F 曽 山
保

我
音日 須 本 橋 保 音日 下 j菱

女~ 健 義 幸 手口 '匡 んEん日
者

正 吾 男 幸 I台 美 司

四 長 長 長
続

女 女 男 男 女 男 女 女
市内

咲き
安沙ぁさ手口3:

j青さ 郁会 美み 真ま
名貫主 や

季き 加か 格Iき f圭か 彦Y紀き 央ぉ 前

6 6 6 6 6 6 6 6 生

9 9 9 9 9 9 9 8 
年
月

22 17 9 10 13 8 3 20 
日

* 
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

長染
訴

天 土 刀t 本反 問 I恭 西 下
住

森 之 j毎

神 lん口、J 野 戸 屋 谷 倶IJ 上
所

高 野 佐 中日 清 近 渡 秋 田

須賀
氏

本 イ白 原 7.1< 藤 音.~ 山 中

キ 文 シキ 糖、 俊 ヤ ン 好
ン ア

、、、 ツ 名
x 子 ヨヱ 積 介 ク x 子

88 77 85 82 46 17 96 82 78 齢年

6 6 616 6 6 6 6 6 死
亡

919 9 9 919 9 9 1 9 年
月

27 23 25 24 12 18 5 2 日

高 野 佐 十目 清 近 渡 秋 回 世

須贋賀
本 伯
康原
水 藤 部 山 中

世T仔

輝 F盆 穂、 ヤ 政
主

良 幸 行 自日 積 志 ク 稔 1患

日吋
U
1
1
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f
H
H
U

秋
思
ふ
煙
草
の
煙
追
ひ
か
け
て

花

山

和

子

静
け
さ
を
久
遠
に
願
ひ
虫
の
声

領

家

節

子

淑
や
か
に
身
を
熟
し
け
り
秋
桜

菅
野
美
代
子

爽
や
か
や
ア
ド
パ
ル
ン
見
ゆ
山
の

手

に

渡

部

五

月

11111111111111111111111111111111111111 

野
菊
咲
く
や
一
途
に
想
ひ
寄
せ
し

人

佐

伯

芳

女

朝
寒
に
端
患
し
げ
く
始
ま
り
ぬ

宇
和
川
悠
起

秋
彼
岸
母
の
名
そ
っ
と
呼
ん
で
み

る

宮

崎

悦

子

蓑
虫
に
過
去
追
ふ
性
を
の
ぞ
か
る

る

渡

部

束

穂

一
雨
の
欲
し
き
畑
や
大
根
蒔
く

渡
部
て
る
み

爽
や
か
や
文
字
の
か
す
れ
の
墨
の

色

菅

野

美

岬

唐
墨
の
匂
ふ
色
紙
や
秋
灯
下

芦

田

幸

子

岩
肌
を
さ
ら
せ
し
ダ
ム
や
秋
田
午

大

下

典

子

膝
上
に
置
け
る
端
布
や
夜
の
長
き

樋

口

史

子

黄
昏
の
迫
る
早
さ
や
谷
紅
葉

渡

部

栄

樹

書
に
倦
み
し
眼
を
蓑
虫
の
揺
れ
に

遣

り

戒

能

多

喜

鬼
灯
を
鳴
ら
し
つ
夕
日
眺
め
る
子

池

川

蝿

谷

日
時
民
間
υ

金
魚
鉢
待
合
室
の
愚
痴
を
聞
き

高

岡

艶

女

赤
ち
ゃ
ん
を
運
ん
で
呉
れ
る
こ
う

の

鳥

高

橋

五

陽

浴
衣
が
け
両
手
に
金
魚
土
曜
市

篠
森
美
登
里

幸
せ
は
自
分
で
出
来
る
日
々
の
事

渡
部
佐
久
良

. . 

出
目
金
は
乗
せ
て
く
れ
な
い
宇
宙

船

近

藤

十

歩

新
世
帯
米
も
野
菜
も
運
び
込
み

都
築
登
貴
子

忙
し
さ
註
び
て
金
魚
の
水
を
替
え

山
本
ひ
ろ
志

私
に
も
ま
だ
嫉
妬
心
す
ね
て
み
る

平

岡

深

舟

金
魚
売
り
水
の
替
え
方
か
ら
教
え

山

本

紫

芳

夜
も
昼
も
命
を
運
ぶ
救
急
車

田

中

若

峯

遥
か
な
る
宇
宙
で
泳
ぐ
金
魚
飼
う

今

井

清

水

猫
の
手
の
届
か
ぬ
所
金
魚
鉢

田
野
岡
田
州

単
身
赴
任
金
魚
ヘ
妻
と
子
供
の
名

高
瀬
喜
撰
亭

文
化
祭
句
会
ご
案
内

十

一
月
十
二
日
同
午
後
一
時
よ
り

川
内
町
福
祉
館
和
室
に
て

〈
題
〉
①
過
去

②
見
る
③
滝

町
内
柳
人
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

聖子

弁じ
7

Mご
〉

巴

凶

〉
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fい界 思、 びにでなノリ た衣かい訪くが可端う への始
「るのいマししはどタフハ O 替り、れれ私憐によ人足花め 高
;の端な石なた見 。ムネガ え秋山たたをな小う家ををるく
守がにが誌がのてホラ、ク しのも時 O 迎野さにが向求九 j登
{わ黄矢ユらはいトソアレ て花すと春えのく走とけめ月ん
伊か色 ト豆初たトウキツ いにつ違にで花、つぎたてのだ
つの見 h .-，めがギ、 - ..-.一 一一一一一一一一一 てれ O 、末秋
六烹て手五て、スホ 向島碩〓~-即刻 ゆ、 井に空

ミ 1 ずで実はト .....:・・匝晶白F司〓豆一司園・・・固唾遍 く山 内 、が
i 顔咲る手心、際、ト 同・・湾、.~:..哩圃固 と腹 の秋広
をいと」九大に写ギ I国F曹F11rm・..... 圃 園 、を 林のが

; あて視とち喜目真ス L~'&li占siiC~;a・・圃圃 道縫 道野り

はZZ竹れふ眠時帯雨持軍itリド
1合はのがアでルコ名目園 aA止'.L~1._ '¥:.lf軍盈ヨ酒園 。アいのるそヂ士T

j Jμ21i 3門元議4湾関 プモzえ芸界gt
iiz;川品fE;ごう+i!:Jミffd〉?で'点目托キ
思のパの里じて v-達と草ウツリキ中ててさ f ら形と花 b竿リ
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